広島県の事務を市町村が処理する特例を定める条例新旧対照表

改正後
改正前




事務�
市町村�
�
２０の２　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第１９条第１項の規定による立入検査のうち，産業廃棄物の不法投棄などの不適正な処理又はその疑いのある処理について，市町へのつうほうなどにより市町が了知した場合の現場の確認に係るもの�
三次市�
�
２１の２　浄化槽法（昭和５８年法律第４３号。以下この号において「法」という。）及び法の施行のための規則に基づく事務のうち、次に掲げるもの並びに法の施行のための規則に基づく事務で次に掲げるものに係るもの


(1) 法第５条第１項の規定による浄化槽の設置及びその構造又は規模の変更の届出の受理


(2) 法第５条第２項の規定による浄化槽の設置又は変更の計画に係る勧告


(3) 法第５条第４項ただし書の規程による届出の内容が相当であると認める旨の通知


(4) 法第１０条の２第１項から第３項までの規程による報告書の受付


(5) 法第１２条第１項の規定による助言，指導及び勧告


(6) 法第１２条第２項の規定による改善命令及び使用停止命令


(7) 法第５３条第１項の規定による報告徴収（浄化槽工事業者に係るものを除く。(8)において同じ。）


(8) 法第５３条第２項の規定による立入検査及び質問


(9) (1)から(8)までに掲げるもののほか，法の施行に係る事務のうち，規則に基づく事務であって別に規則で定めるもの�
三次市�
�









